2014 年度 「多文化保育演習」 報告書―台湾保育研修― by 陳 惠貞















































































































姉妹校の学生 3名と一行      研修メンバー6名と本学科卒業の先輩

幼児保育学科の「実習成果」掲示板       姉妹校の学生寮
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月 日（水）愛兒群幼稚園
幼稚園は、




































園庭と園庭にある高いバスケットゴール          みんなで記念撮影













愛兒群幼稚園で食べた         愛兒群幼稚園で食べたお弁当、
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  





動物コーナー（兎・亀・山羊…など）             昆虫コーナー
 
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○卒園するためには…
・卒園するためにはつのハードルがある。

























































































                    故宮博物館 
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・台湾には珍しく、屋上にプールがある。
全体的に子どもたちが落ち着いて過ごせる環境作りをしており、
その工夫が壁や、部屋全体におかれている。
教育活動
・絵本の読み聞かせは本を使用せず、保育者の口から子どもたちに伝えるという方法をとってい
た。絵本だけでなく、歴史や物語も同様である。
・保育者から遊びの提案はせず、子どもたちの想像力にまかせている。
ただ見守るだけでなく、保育者も間接的に遊びに参加し、子どもたちのお手本となるようにして
いた。
・子どもたちの遊びの中でのアイディアを崩さず、実現できるにはどうしたらいいのか一緒に考
え行動し、創造力を育む。
・台湾では珍しく、卒園するためのハードルはなかった。
感想
１週間台湾に滞在して思ったことは、人がとてもすばらしいということでした。
台湾の皆さんは、先生方も生徒さん方もとても優しく親切で、おかげでとても楽しく、身になる
１週間を過ごすことができました。
また、３日間、７種類の幼児園を見学し、日本よりも保育の仕方にバリエーションを感じ、と
ても驚きました。子どもの自立を促す保育をしている園、子どもの想像力や創造力を養える保育
をしている園、体力づくりに力を発揮している園など、実に種類が多く羨ましく思いました。
私がまとめた『娃得福幼児園』はシュタイナー教育を実施しており、部屋の内装や、置いてあ
るおもちゃ、日課など他の園よりも子どもがゆったりと園生活を送れるような仕組みになってい
ると感じました。また一番、日本の保育園に似ている部分が多いように思いました。子どもの創
造する力を高め、子どもがやりたいように遊べる空間はとても良いと思いました。
育達科技大学は、とても大きくて、図書館は広さがあったり、通信機器が完備されていたり、
自習室があったりとたくさん利用したくなるような空間でした。また幼児保育学科は、恩物がた
くさんあったり、保育室さながらの部屋があるなどとても充実しているように思いました。
台湾で１週間過ごし、日本との違いを学んで、取り入れてみたいことがたくさんありました。
文化や習慣など学ぶことができ、本当に楽しい実のある１週間を過ごすことができました。本当
にありがとうございました。
（正者 和果奈）
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